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企業の社会貢献に関するアンケート調査 

調査期間 令和 3 年 6 月 17 日～7 月 16 日 

調査対象数 
古賀市内の企業 

金曜会・十五日会 会員 31 社 
回答数 14 回答率 45％ 

 

〈社会貢献活動について〉 

Q1 貴社では、現在、社会貢献活動に取り組んでいますか。 

 

１ 現在、取り組んでいる 8 

２ 現在は取り組んでいないが、今後取り組む予定 0 

３ 過去に取り組んでいたが、現在取り組んでいない 0 

４ これまで取り組んだことがない 5 

 無回答 1 

 

●取り組んでいる企業が 6 割程度でした。 

 

 

【Q1 で「１ 現在、取り組んでいる」「２ 現在は取り組んでいないが、今後取り組む予定」と回答された

企業にお伺いします。】 

 

Q2 社会貢献活動をどのような方法で行っていますか。または取り組む予定ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な内容】 

・西日本民生事業財団・自動車事故被害者援護財団への寄付 

・社会福祉施設へ寄付（毎年） 

・区に対し協賛している 

・スポーツクラブや介護施設、研究会関係への協賛金や自社商品の協賛 

・盲導犬募金への協力 

・食育のためのキッズキッチン活動の応援 

・教育委員会協賛のお仕事ノートに協賛金 

・地域の学校、スポーツ施設、団体、神社等への協賛金及び自社製品 

・ミニ胡蝶蘭の寄贈 2020 年 11 月～12 月（合計約 400 鉢） 

 ・医療機関へ白衣などの提供 
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・古賀市イベントに自社製品の提供 

 ・粕屋消防署へ自社製品の提供 

・高等学校への技術支援 

・東郷公園・福間漁港海岸での清掃・美化活動 

・河川の清掃 

・自社商品が使用される場所の清掃など 

・清掃活動 

・アダプトプログラム清掃活動への参加 

・ラブアースへの参加 

・食の祭典への出店 

・イベント時の駐車場等場所の提供など 

・社の姿勢として、エッセンシャルワーカーの意識で世の中に製品を切らすことなく供給する事 

 

●財政的な援助が最も多く、代表的な支援方法としてあげられました。 

自社製品などの提供や、清掃活動も取り掛かりやすいものと考えられます。 

 

Q3 社会貢献活動に取り組まれるようになったきっかけは何ですか。あるいは取り組もうとしている 

理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「地域社会への貢献」が最も多く、続いて「社会的責任・使命」「外部からの要望に対応」となっています。  

 

Q4 社会貢献活動を行うにあたり 他団体と連携していますか。あるいは連携する予定ですか。(複数回答可) 

 

 

 

 

 

 

 

 

●企業内の活動だけでなく、他団体と連携している企業が多くありました。 
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Q5 社会貢献活動を進める上で、課題となっていることは何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・案件により各部門にて対応しており、人数を要する場合は部署横断しているが、対応できる人数が限られ 

ている。 

・寄付先の選定が難しい 

・ボランティア活動の情報があれば参加できるものがあるかもしれないと思います。 

・特に課題は感じていない 

 

●活動に取り組んでいる企業では、労力的な問題よりも、活動内容について課題があがっていました。 

 

Q6 今後の活動全体の方向性について、該当する番号に〇をしてください。 ⇒ Q8 へ 

1 拡充予定 1 

2 現状維持 6 

3 縮小予定 0 

4 未定 1 

・参加できることが有れば参加していこうと思います。 

・環境や必要に応じて拡大縮小はあるかもしれないが 

今のところ現状維持 

・現在できることを維持、活動していくことです。 

・未定：都度判断のため 

 

●縮小予定はないものの、今できることを継続していく企業が多くありました。 

 

【Q1 で「３ 過去に取り組んでいたが、現在は取り組んでいない」・「４ これまで取り組んだことがない」

と回答された企業にお伺いします。】 

 

Q7 社会貢献活動に取り組んでいくために、課題となっていることは何ですか。（複数回答可） 

 

・人数が少なくて取り組む時間と労力が取れない 

 

●活動に取り組んでいない企業では、労力的な 

 問題が最も多くあげられました。 
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Q8 貴社が今後社会貢献活動や従業員のボランティア支援に力を入れるために、どのような支援や環境 

があると良いと思いますか。ご自由にお書きください。 

 

・特になし 

・情報 

・SDGs を基本方針としているため、検討中 

・従業員のボランティア支援：都度会社からそのようなボランティアがいつあるかの案内など 

・コロナ禍においても実施できる環境や仕組があるといい 

・一社より数社で取り組むとより良いボランティア支援ができるので情報の共有などを活性化していただき 

たいと思います。 

 

〈つながりひろばについて〉 

Q9 つながりひろばでは、市民活動を支援し、よりよいまちづくりに資するため、市民活動に関する相談、 

情報提供、市民活動団体の交流の促進などを行っています。つながりひろばの活動内容や目的をご存 

知でしたか。 

 

1 知っている 7 

2 知らない 7 

 

 

 

 

 

 

Q10 古賀市市民活動支援センター（つながりひろば）へご意見・ご要望などありましたら、ご自由にお書 

きください。 

 

・特になし 

・これから少しずつですが参加できるよう努めたいと思います。 

 

 

＊ コラム ＊ 

※市民活動とは 

特定非営利活動法人、ボランティア団体そ

の他の共通の目的を持つ人が集まり、自主

的・自発的に行う公益的な活動のこと。 

 サラリーマンのボランティアについて    

「知っていますか？ボランティア・NPO と人権 一問一答」より一部抜粋 

 

以前は、ボランティア活動というと主婦や学生の活動というイメージがありましたが、最近は活動の担

い手がとても広がってきました。中でも注目されているのが現役サラリーマン、それに退職後の生きがい

としてボランティア活動に参加される人たちです。 

(中略) 

 企業の「社員ボランティア活動支援」については、「社会貢献」というより、「健全な企業活動を進める

担い手を養成したい」という志向もあるようです。以前は、仕事一筋に生きる「会社人間が」望ましいサ

ラリーマン像でしたが、最近は「よき会社人」は「よき社会人」でなかればならないといった風潮も出て

きました。(後略) 


